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3．
洗
浄
作
用

噛
ん
だ
食べ
物
が、
口
の
粘
膜
の
表
面
や
歯
の
表
面
に

2．
溶
解
作
用

食
物
中
の
物
質
を
溶
か
し、
舌
な
ど
に
あ
る
味
薔
の

受
容
体
と
反
応
す
る
の
を
助
け、
味
覚
を
促
進
さ
せ
ま

す。 畠
な
た
の
瞳
瀧
は

屋
り
て
い
ま
す
か
？・

7．
抗
菌
作
用

言い
ま
す。

唾
液
は
唾
液
腺（
耳
下
腺、
顎
下
腺、
舌
下
腺
な
ど）

とい
う
と
こ
ろ
て
作
ら
れ
て
お
リ、
そ
の
量
が
1
日
に
ー

S
1.
5
リッ
ト
ル
に
も
な
リ
ま
す。
だい
たい、
大
き
な

ペッ
ト
ボ
ト
ル
1
本
分
に
も
な
リ
ま
す。
て
は、
ど
うい
う

時
に
唾
液
が
分
泌
さ
れ
る
て
しょ
う
か
？

酸っ
ぱい
物
を
見
た
と
き、
美
味
し
そ
う
な
匂い
が
し

た
時
な
ど、
条
件
反
射
が
働い
て
唾
液
が
出
ま
す。

枇ぃ

ー．
円
滑
作
用

口
に
入っ
た
食べ
物
を
湿
ら
せ、
飲
み
込
み
や
す
く
し

ま
す。
ま
た、
口
の
中
を
適
度
に
潤
さ
せ、
発
音
や
会
話

を
し
や
す
く
し
ま
す。
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i

強
く
当
た
る
こ
と
て、
口
の
中
は
機
械
的
に
掃
除
さ
れ

一
ま
す。
ま
た、
細
菌
や
残っ
た
食べ
物
の
カ
ス
な
ど
が、
唾

液
と
と
も
に
飲
み
込
ま
れ、
胃
に
送
ら
れ
て
殺
菌
さ
れ

ま
す。

4．
消
化
作
用

唾
液
中
のaー
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
が、
食べ
物

中
の
デ
ン
プ
ン
を
麦
芽
糖
に
分
解
し、
消
化
を
助
け
ま

す。5．
保
護
作
用

唾
液
の
タ
ンパ
ク
に
よっ
て、
歯
の
表
面
に
皮
膜
を
作

リ、
む
し
歯
を
防
ぎ
ま
す。

口
腔
粘
膜
も
唾
液
の
タ
ンパ
ク
に
よっ
て、
感
染
や
損

傷
か
ら
守
ら
れ
てい
ま
す。

6．
緩
衝
作
用

唾
液
中
の
炭
酸・
重
炭
酸・
リ
ン
酸
な
ど
が、
口
の

中
の
P
H（ペ
ーハ
ー
？
水
素
イ
オン
濃
度
の
指
数）
を一

定
に
保
ち、
歯
垢
の
P
H
が
酸
性
に
傾
き、
む
し
歯
の

原
因
と
な
る
の
を
防
ぎ、
細
菌
の
繁
殖
を
抑
え
ま
す。

ま
た、
唾
液
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
酸
が、
溶

け
か
け
た
歯
を
修
復
し
ま
す。
こ
れ
を「
再
石
灰
化」
と

・
ロ
呼
吸

・
ロ
腔
乾
燥
症

・
透
析

・
シェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

唾
液
中
に
存
在
す
る、
抗
菌
作
用
を
持つ
様々
な
物

質（
リ
ゾ
チ
ー
ム、
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ、
免
疫
グロ
ブ
リ

ン、
ラ
ク
ト
フェ
リ
ン
な
ど）
が、
病
原
微
生
物
に
抵
抗
し

ま
す。

9
』

唾
液
の
分
泌
量
が
減
る
と、
口
の
中
が
乾
燥
し、
食

べ
物
が
飲
み
込
み
づ
ら
く
な
る、
口
の
中
が
ネバ
ネバ
す

る、
口
臭
が
きつ
く
な
る、
話
し
に
く
く
な
る
な
ど
の
不

快
感
が
慢
性
的
に
続
く
こ
と
が
あ
リ
ま
す。
唾
液
の

分
泌
不
足
に
よっ
て、
唾
液
が
本
来
果
た
し
てい
る
自

浄
作
用
が
働
か
ず、
口
臭、
舌
痛、
口
内
痛
の
原
因
に

なっ
た
リ、
カ
ン
ジ
ダ
菌
に
よ
る
口
内
炎、
む
し
歯
や
歯

周
病
な
ど
に
か
か
リ
や
す
く
な
る
場
合
も
あ
リ
ま
す。

侃

鳥
巴

以
下
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す。

・
加
齢

．
糖
尿
病

・
不
規
則
な
生
活

・
薬
の
副
作
用

・
放
射
線
治
療

・
喫
煙

・
ス
ト
レ
ス








